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A・r・Fa薮HaHoB：海底重力測定結果の解釈（図8，参46）　　P。103－120

瓢・瓢・HBaHoB：海底磁力図作製法　　p・121－129

B・H・CTPaxoBほか2＝大西洋リフト帯磁気異常の性質について（図13，表4，参19）　　p・130－169

B・H・JIyroBeHKq　A・H・ny皿KoB；異常磁場と異常重力場の総合統計解析（図3）　　P・170－176
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　6）　ソ連科学アカデミー極東科学センター極東地質研究所（1975）：「neTpoπor朋H　neTpoxHMH兄

MarMaTHqecKHx　H　MeTaMopΦHqecKHx　Hopo八双訓bHoro　BocToKa（極東地方マグマ岩・変成岩の岩石

学的・岩石化学的研究）」，ウラジオストーク，241p・，26×17cm（露文），UDC552・1＋552・32＋552・4

　新しいシステムの岩石化学的な計算にもとづいて極東地方の各構造相帯の花嵩岩類マグマ作用の特徴

および地殻の構造と岩石の化学性との関係を検討した．そして，花嵩岩類プルトンの鉱物学的な特性と

内部構造について述べる．一部の論文はスタノヴォイ帯，オホーツク山塊，カムチャツカ半島のアルミ

ナ珪酸塩岩とカルク質岩の変成条件を熱力学的に解析している．
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　p．142－167

C　A．皿eKa＝カムチャツカ半島のはんれい岩をとりまくホルンフェルスとグラニュライト質岩（図8，
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　p．196－209
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H。B。Ko3blpeBa　et　a1・；緑簾石族鉱物のX線回折研究とその成因問題（図2，表5）　　p・232－240

き
き
馨

　7）A・踊・J胎翻羅o駐（1968）；「HeTpo汲orHH双》Kyr八皿ypcKoroaHopTo3HToBoroMaccHBa（ジュグ

ジュル斜長岩山塊の岩石学的研究）」，ナウカ出版所，モスクワ，157p・，図67，表68，参140，26×16cm

（露文），UDC552。32L5（235。34）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

ジュグジュル斜長岩発達地域の一般地質学的特徴

　ジュグジュル斜長岩山塊の構造上の位置とその母岩との関係

　斜長岩生成期

　ジュグジュル構造帯斜長岩山塊発達域の火成岩と変成岩の地質学的・岩石学的特徴

ジュグジュル斜長岩山塊の構造

　初成縞状構造と線状構造

　裂か構造の単位

　ジュグジュル斜長岩山塊構成岩のタイプとその山塊内での分布について

ゲラン斜長岩の岩石学的研究

　非単鉱物質斜長岩

　優白質はんれい岩，同はんれい一ノーライト，同ノーライト

　塩基性岩ペグマタイト

　優黒質かんらん石はんれい岩，同はんれい岩一ノーライト，同ノーライト

　変質かんらん石岩，同かんらん石輝岩，同かんらん石はんれい岩一輝岩，同ウエブステライト

　燐灰石一チタン鉄鉱岩と燐灰石一チタン鉄鉱一チタン磁鉄鉱岩

ランタル斜長岩の岩石学的研究
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　単鉱物質および非単鉱物質斜長岩

　ノーライト，はんれい岩ノーライト，はんれい岩（優白質および優黒質）

塩基性岩ペグマタイト

　輝岩とはんれい岩輝岩

　ランタル斜長岩中の硫化物鉱化作用

アルダン楯状地原生代縁部の斜長岩山塊の相対的特徴

　ジュグジュル帯の斜長岩山塊

　オリョクマーカラル帯の斜長岩山塊

　アルダン楯状地原生代縁部斜長岩山塊岩石の相対的な岩石化学的特徴

ジュグジュル斜長岩山塊岩石生成過程の物理化学的特徴と岩石の成因の問題

斜長岩の成因に関する概念とそれに関係あるチタン鉱化作用の概念

　ジュグジュル斜長岩山塊の岩石の起源とその生成過程の2，3の物理化学的特徴

　斜長岩コンプレックス構成岩中の反応生成体，2次生成体の形成条件について

　8）　r・A・H《我β麗oB，A・」豆・耶aβ調o駐　（1976）：「y30H－Fe茸3epHa兄rH八poTepMa菰bHaH　py八oo6pa3yK）一

皿a兄cHcTeMa　KaM肥TKH（カムチャッカ半島ウゾンーガイゼル熱水鉱床生成系）」，地質・地球物理研究

所報告，第317号，ナウカ出版所シベリア支所，ノボシビルスク，88p・，図20，表16，参46，27×18cm

　（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

第1章　ウゾンーガイゼル火山一構造凹地の地質，火山作用，地質構造

　　　　　地質　　熱水系パラメータの空間的一統計的解析　　ウゾンーカルデラのボストーチュヌイ

　　　　　地熱場における水理化学環境　　熱水変質岩相

第2章　現世熱水の減圧帯における鉱物の物理化学的生成条件

　　　　　ウゾン火山の熱水溶液の一般化学的および物理化学的特徴　　鉱化帯の形態と造鉱成分の分

　　　　　散ハロー　　孔隙水とその現世鉱床帯における自由溶液との関係　　減圧帯における熱水溶

　　　　　液の物理化学的パラメータ進化の反映としての鉱物累帯構造　　熱水減圧帯における砕屑磁

　　　　　鉄鉱の硫化物化作用の特徴　　ウゾン火山とガイゼル谷の熱水変質と鉱化過程との関係

第3章　熱水溶液中における硫化物Sと造鉱元素の移動形態

第4章　ウゾン火山熱水造鉱系の規則的活動生成物としての炭化水素

第5章　実験研究

　　　　　鉱石鉱物の安定度と硫化物晶出作用の研究のための実験　　鉱石成分添加形態の実験的研究

第6章　ウゾン火山とガイゼル谷の地熱場における循環水による深部熱水の稀釈の影響

　　　　　稀釈による深部熱水のパラメータ変化にみられる主な規則性　　熱水と地表水の重水素含有

　　　　　率　　ウゾン火山熱水中の硫黄同位体組成と炭素同位体組成

第7章　天然地表水の酸化状態の性質

第8章　熱水溶液によって溶脱される造鉱物質のバランス

　9）Φ・購盟肱xoB（1976）＝「reo汀orHH　KoKTaKToBblx　MecTopo即eH雌（接触鉱床の地質学的研

究）」，ナウカ出版所シベリア支所，ノボシビルスク，133P．，27×18cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

マグマと鉱石（参18）　　p・4－10

花闘岩類貫入岩の鉱床胚胎性について（図11，参4）　　P・11－18

接触鉱床成因論史（参45）　　p・19－26

接触鉱床地質学（図41，参120）　　p・27－108

用語と定義（参81）　　p・109－130

58一（688）



新着資料の紹介（資料室）

Φ。Hシャホフ業績目録　　P・131－132

10）聡・H・y鵬躍oB，Φ・賦・晦e瓢e颯eB，B・A・Bo脚既隅（1976）；rO皿eHKa30五〇Topy八HHxH

田ee朋ToBHx　MecTopo凪双eHH負（金鉱床と灰重石鉱床の評価一コンピュータによる予測）」，地質・地球

物理研究所報告・第164号・ノボシビルスク・107p・・図26・表27・参135・27×18cm　（露文），UDC：

550。8：51：553．411／，463（575。1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

第1章　地質学における発見法的課題の一般構成

　　　　対象集合の表示記載　　表示記載を基礎にして解決できる課題のタイプ　　地質図を基礎に

　　　　　して当該地域を展望する課題の数学的構成

第2章　西ウズベク地方の地質の特徴

　　　　　西ウズベク地方地質研究概史　　層序　　マグマ作用　　変成作用　　構造地質　　鉱物資

　　　　　源

第3章作業方法
　　　　　ブラインド・パス・テスト法の論理的基礎　　コンピュータ処理のための情報の蒐集と整理

　　　　　面的予測評価

第4章　金鉱床の展望の評価　　指標の分類　　結果の解釈　　予測

第5章　灰重石スカルン鉱床の展望の評価

　　　　　指標の分類　　結果の解釈　　予測

第6章　西ウズベク地方の金鉱床とタングステン鉱床の相関関係について

　11）　臨。B。3a葭賦o駐（1976）：「Py八oHocHble　ByJIKaHHqecKHe　KoM田leKcbHlpoTepo30H　H　KeM6pH兄

TyBbl（ッーバ地方原生代・カンブリア紀の含鉱火山岩コンプレックス）」，地質・地球物理研究所報告

第327号，127p・，図19，表24，27×18cm（露文），UDC：55L21（57L52）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

第1章　ッーバ地方原生代後期・カンブリア紀前期火山岩コンプレックスの研究状況

第2章　主要用語の内容，名称の間題，火山岩コンプレックスの構成

第3章　ツーバ地方原生代後期・カンブリア紀前期火山岩コンプレックスの地質学的研究

　　　　原生代後期コンプレックス

　　　　　ハラル変流紋岩一玄武岩コンプレックス　　ビリン構造帯火山岩コンプレックス　　東サ

　　　　　　ヤン構造帯　　モグンブリ構造帯　　クルトゥシバ構造帯

　　　　　カンブリア紀前期コンプレックス

　　　　　　ウルゴイ流紋岩一石英安山岩一玄武岩コンプレックス　　ヘムチク玄武岩コンプレックス

第4章　ツーバ地方火山岩コンプレックスの岩石学的特徴

　　　　　原生代後期火山岩コンプレックス

　　　　　カンブリア紀前期火山岩コンプレックス

第5章ツーバ地方火山岩コンプレックスの岩石化学的研究

　　　　　原生代後期火山岩コンプレックス

　　　　　カンブリア紀前期火山岩コンプレックス

　　　　　ツーバ地方地向斜火山岩コンプレックスの成因について

第6章　ツーバ地方火山岩コンプレックスの鉱床胚胎性

　　　　　原生代後期火山岩コンプレックス

　　　　　カンブリア紀前期火山岩コンプレックス

　　　　　実際面への勧告

第7章　古火山と古構造の復元
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先カンブリア紀後期とカンブリア紀前期のツーバ地方の構造地質

ツーバ地方構造発達史に対する初期地向斜構造の影響

古火山作用のエネルギー論的研究

12）A・Φ・皿exoP監躍認（1976）：rΦopMa耶KHpy八oHocHocTbH脳HeroKeM6p朋xpe6Ta取一

ar双bl（ジャグドィ山脈カンブリ紀前期生成体と鉱床胚胎性）」，ナウカ出版所，モスクワ，200p・，図22，

表38，参96，22×15cm（露文），UDC553・314；551・73／571・62

　モンゴルニオホーック摺曲帯内の一地域である標記山脈が優地向斜生成体か準地向斜生成体かの問題

と燐鉱床，鉄鉱床，マンガン鉱床の予測の問題がとり扱いの中心である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

第1章　ジャグドィ山脈の地質概説

　　　地質学的研究状況

　　　地域の地質構造の一般的特徴

　　　層序

　　ウエンディア系とカンブリア系　　オルドビス系下部統　　デボン系　　石炭系と二畳系

　　　ジャグドィ帯の透水性について

第2章　地質層系

　　　火山源層系

　　岩石のタイプ　　生成条件と相条件

　　　火山源一陸源一珪質岩層系

　　岩石のタイプ　　生成条件と相条件

　　　礁性一炭酸塩岩層系

　　岩石のタイプ　　生成条件と相条件

　　　珪質岩層系

　　岩石のタイプ　　生成条件と相条件

　　　陸源層系

　　岩石のタイプ　　生成条件と相条件

第3章　ジャグドィ山脈ウエンディァーヵンブリァ系の鉱物学的特徴

　　　陸源鉱物　　自生鉱物　　続成鉱物　　変成鉱物

第4章　ウエンディア期とカンブリア紀前期の構造一堆積相帯

　　　ウエンディアーアルダン期　　レナ期　　レナ期後期一カンブリア紀中期　　構造一堆積相帯の

　　　タイプとその生成系列　　ジャガドィ構造一堆積相帯の全般的生成系列

第5章　ウエンディアーカンブリァ系下部統中のマンガン，燐，鉄の分布

　　　火山源層系中のマンガン，燐，鉄の分布について

　　　火山源一陸源一珪質岩層系中のマンガン，燐，鉄の分布について

　　　礁性炭酸塩岩層系中のマンガン，燐，鉄の分布について

　　　珪質岩層系中のマンガン，燐，鉄の分布について

　　　ジャグドィ帯ウエンディア系，カンブリア系下部統中の珪酸，鉄，マンガン，燐の分布法則性と

　　　地球化学的諸問題

第6章　マグマ活動の進化

第7章　ジャグドィ帯古構造中の鉱物資源分布の特徴
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